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１．概要 

 近隣への工事騒音の低減策として工事用防音シートを採用する建設現場は多い。防音シ

ートは、一般社団法人仮設工業会が認定基準 1)を設けており、認定品は一定水準以上の遮音

性能が確保されている。認定品でない製品の採用はカタログ等で事前に遮音性能を調べて

おくことが望ましい。また、防音シートは端部の隙間処理の具合で遮音性能が低下するため、

認定品は端部に幅 10cm以上のフラップ（重ね代）等を設けることが認定基準で義務付けら

れているが、認定品でない製品はそのような工夫がないものもあるので注意したい。 

 

２．解説 

仮設工業会は、2017 年 10 月に防音シートの認

定基準を定め運用を開始している 1)。認定基準で

は、JIS A 1416または JIS A 1441-1で規定された

実験室における測定方法に準じて求めた音響透過

損失が、表１で示す通り 500Hz で 8.0dB 以上、

1000Hzで 11.0dB以上となるよう定めている。 

図 1 は製造元のカタログ等に記載された認定品の

音響透過損失の例である。各社の値は当然に表１

を満足しており、A 社は事例として軽量・標準の

双方を示しているが、質量の重い方が音響透過損

失は高い。図 2は野外で枠組み足場（7.3m×6.8m）

に防音シート（認定品）を取り付け、防音シートの

内外１m 点で測定された特定場所間音圧レベル差

の結果である。フラップによる重ね継ぎの目地部

分の裏面に養生用の粘着テープを貼り付けた“隙

間処理あり”の方が、“隙間処理なし”よりも遮音性

能が高くなることを示している 2)。フラップ付き

の認定品であっても継ぎ目処理の有り無しで遮音

性能に影響を及ぼす可能性があるので注意したい。 

 

３．対応および留意事項 

 防音シートには隙間が生じないようにフラップ等を設けた製品も多くあり、材料は質量

則に従い、遮音性能も質量に比例して一般的に向上する傾向にある。しかし、材料自体に遮

音性能が期待できる製品であっても、設置方法が粗雑である場合は隙間等の影響によって、

期待通りの遮音性能の効果が得られない可能性もあるので注意が必要である。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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項目 周波数(Hz) 音響透過損失(dB)

500 8.0以上

1000 11.0以上
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表 1 仮設工業会の認定基準(防音シート) 
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図 1 仮設工業会認定防音シートの

音響透過損失の例 

図 2 防音シートの隙間処理の有無による

特定場所間音圧レベル差測定結果 
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